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 Based on comparison and consideration of water environment such as river water quality and pre-
cipitation, mainly on Tsushima, Iki and Hirado islands in Nagasaki prefecture, we clarified the differ-
ence in characteristics and their forming factors. Tsushima island is influenced by wind salt transfer in 
Shimojima, island but Kamijima island is relatively influenced by geology etc, and rivers with electric 
conductivity more than three times more than others are also seen. In Iki islands, the influence of geol-
ogy, land use, agricultural water using groundwater was strong, and there were some areas where the 
contribution of deep groundwater was strong. On Hirado Islands there were many rivers with strong 
influence of geology, and in the surrounding Ikitsuki island and Azuchi Oshima island is affected by 
wind blowing salt. In Nagasaki prefecture islands, factors such as topographical and geological factors, 
the influence of wind salt transfer, and the use of agricultural water are considered to have an influ-
ence on the water quality of rivers and groundwater.
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九州からは直線距離で約 132 km 離れており，韓










　島は南北 82 km，東西 18 km と縦長で，明治
時代に掘削された万関瀬戸によって上島と下島に
分断されている．標高 649 m の矢立山をはじめ
として，壱岐島・平戸諸島と比較して標高が高く
急峻な地形である．島の中央にはリアス海岸の浅
茅湾が広がり，海岸線の総延長は 915 km に及ぶ．
年間降水量は上島と下島で差があり，下島（厳原）
で年間約 2,200 mm，上島（鰐浦）で約 1,500 mm
である．
3．壱　岐
　福岡・博多港の北約 70 km の玄海灘に位置し，











であるが，2017 年 6 月から 8 月にかけて，平年
より非常に多い降雨があり，特に 2017 年 7 月 6
日には芦辺観測所において観測史上最大となる日





































行った．調査回数は壱岐では 2015 年から 8 回，
対馬では 2016 年から 8 回，平戸では 2017 年から
7 回である（第 1 表）．現地においては，水温，
気温，電気伝導度（EC），比色法による pH およ
び RpH，化学的酸素要求量（COD，2017 年・
2018 年 5 月のみ）を計測した．雨水は，法政大
学水文地理学研究室が開発した HHG-SR01 型雨
水採取器（φ 9 cm）を，壱岐 3 か所，対馬 4 か所，
























していると考えられる（第 4 図，第 5 図）．しかし，
公共用水域の河川水質観測地点は対馬に 6 地点あ































調査日 地点数 調査日 地点数 調査日 地点数
第1回 2016/4/9-10 26 2015/3/13-14 25 2017/3/11 27
第2回 2016/9/4-6 47 2015/9/1-3 38 2017/5/24-25 27
第3回 2016/12/9-11 34 2016/9/6-7 46 2017/9/8-10 60
第4回 2017/3/9-10 50 2016/12/12-13 59 2017/12/11-12 60
第5回 2017/5/22-23 54 2017/5/23-24 54 2018/3-29-30 60
第6回 2017/9/4-6 67 2017/9/7 62 2018/5/27-28 61
第7回 2017/12/8-9 62 2017/12/11-12 63 2018/9/20-23 72




















97 μS/cm（2017 年 9 月）を観測したものの，筒
城浜池では高い値で推移している．変動を見る
と，2016 年 12 月に EC・pH ともに低下する傾向
が見られた．
　平戸の比較的海に近い地点で 200 μS/cm 以上






















ダムでは pH が低く RpH が上昇する貯水池・ダ
ム湖の多くとは逆の傾向であり，湧水といった地
下水の流入が考えられる．平戸は平戸温泉で 9.2




　壱岐では平均 2 mg/L 以上の高い値の地点が多
く，特に溜池では変動も大きい傾向にあり，対馬
や平戸でも同様の傾向を示したことが EC や pH
と異なる点である．変動は，市街地の地点や流量
が少ない河川の地点でも大きかった．











地点で高い．EC170 μS/cm 程度までは EC とと
もに TOC も上昇するが，それ以上になると低




　2017 年と 2018 年の 5 月の調査では，身近な水
環境の全国一斉調査に合わせて，COD の測定を
行った結果，各島嶼で濃度に差が見られた．










第 6 図　EC の空間分布（各島嶼における調査期間の平均値および変動係数）
第 7 図　pH の空間分布（各島嶼における調査期間の平均値および変動係数）
第 8 図　TOC の空間分布（各島嶼における調査期間の平均値および変動係数）


























心に Na＋ と Cl－ の割合が大きい．南部の向月橋，
新中山橋，鹿島橋では HCO3








　いずれの地点（第 12 図）も 3 月に EC が高く
なる傾向があり，最高値は壱岐・芦辺で 153 μS/
cm，島原で 62 μS/cm であった（2017 年）．厳原・
対 馬 市 役 所 で は 2016 年 8～10 月 か け て も 約
50 μS/cm 前後の高い値を示した．pH は 4.0～6.0
前後の値を示しており，特に壱岐・芦辺と島原で
変動が大きく，2～3 月と 10 月に pH が低下する



















Cl－ と Na＋ の割合が大きい．佐護では 2017 年 3
月・7 月・8 月にかけて NO3
－ 濃度が大きくなっ
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